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（注）終戦前からの外地居住者の子女は除く。
（注）％は小数点第２位以下四捨五入。合計して100にならない場合がある。
（注）グラフデータのうち’77年は調査開始年、’92年はこれまでの最高数。

表１：各年度間に帰国した児童生徒数の推移（「学校基本調査」より）

　

文
部
科
学
省
が
ま
と
め
た
二
〇
一
九

年
度
の
「
学
校
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、

引
き
続
き
一
年
を
超
え
る
期
間
海
外
に

在
留
し
、
二
〇
一
八
年
度
（
二
〇
一
八

年
四
月
一
日
か
ら
二
〇
一
九
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
）
の
間
に
帰
国
し
て
、
二

〇
一
九
年
五
月
一
日
の
時
点
で
国
内
の

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
中
等

教
育
学
校
・
義
務
教
育
学
校
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
の
数
は
、
前
年
度
に
比
べ

て
二
一
三
人
少
な
い
一
万
一
六
三
五
人

（
一
・
八
％
減
）と
な
っ
た（
表
１
）。

　

帰
国
児
童
生
徒
数
は
一
九
七
七
年
の

調
査
開
始
以
来
、
九
二
年
ま
で
ほ
ぼ
右

肩
上
が
り
で
増
え
、
そ
れ
以
降
は
一
万

人
を
上
回
る
水
準
で
推
移
し
て
き
た
。

二
〇
一
一
年
、
二
十
七
年
ぶ
り
に
一
万

人
を
下
回
っ
た
が
、
翌
年
の
調
査
で
は

回
復
。
そ
の
後
は
四
年
連
続
で
増
え
続

け
て
い
た
が
、
一
六
年
に
減
少
に
転
じ

て
以
降
は
減
り
続
け
て
い
る
。

　

な
お
、
中
等
教
育
学
校
・
義
務
教
育

学
校
を
除
く
学
校
種
別
に
見
る
減
少
率

は
、
小
学
校
が
〇
・
〇
％
、
中
学
校
が

〇
・
六
％
、
高
等
学
校
が
一
〇
・
一
％
。

帰
国
児
童
生
徒
が
多
い
都
道
府
県
は
、

東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
千
葉
、
大
阪

の
順
と
な
っ
た
（
表
２
）。

帰
国
児
童
生
徒
数
、
三
年
連
続
で
減
少
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（注）中等教育学校の都道府県別在籍人数は公開されていない。
（注）都道府県の前の数字は、2018年度間総合人数の多い順番。

順位

総合（中等教育学校を除く） 小学校 中学校 義務教育学校 高等学校
2018
年度間

2017
年度間

2018
年度間

2017
年度間

2018
年度間

2017
年度間

2018
年度間

2017
年度間

2018
年度間

2017
年度間

18 北海道 107 96 59 57 24 16 0 0 24 23 
45 青森 11 23 8 15 3 1 0 0 0 7 
46 岩手 9 10 5 7 4 3 0 0 0 0 
19 宮城 84 70 43 28 9 11 0 0 32 31 
47 秋田 6 13 5 8 1 4 0 0 0 1 
35 山形 24 10 21 9 3 1 0 0 0 0 
29 福島 36 40 26 27 10 11 0 0 0 2 

東北計 170 166 108 94 30 31 0 0 32 41 
10 茨城 304 342 124 164 73 80 45 33 62 65 
12 栃木 168 192 121 118 30 49 0 0 17 25 
21 群馬 61 68 37 46 19 12 0 0 5 10 
6 埼玉 581 601 269 303 141 127 0 0 171 171 
4 千葉 823 824 545 529 186 168 0 0 92 127 
1 東京 3,373 3,255 2,080 1,911 688 726 19 6 586 612 
2 神奈川 1,599 1,578 1,049 994 300 339 6 4 244 241 
関東計 6,909 6,860 4,225 4,065 1,437 1,501 70 43 1,177 1,251 

25 新潟 44 54 29 35 9 13 0 0 6 6 
28 富山 38 47 31 30 5 12 0 0 2 5 
23 石川 49 37 35 23 5 6 1 0 8 8 
26 福井 41 30 21 21 19 7 0 0 1 2 

北陸計 172 168 116 109 38 38 1 0 17 21 
33 山梨 26 34 15 14 9 6 0 0 2 14 
15 長野 101 102 68 67 14 27 0 0 19 8 
17 岐阜 92 121 55 81 16 24 1 0 20 16 
8 静岡 355 362 224 235 96 79 0 0 35 48 
3 愛知 1,104 1,130 753 761 223 197 0 0 128 172 
20 三重 82 102 50 77 30 22 0 0 2 3 

東海甲信計 1,760 1,851 1,165 1,235 388 355 1 0 206 261 
14 滋賀 116 110 81 77 27 27 0 0 8 6 
9 京都 354 497 128 172 121 117 3 6 102 202 
5 大阪 645 623 368 397 162 136 0 1 115 89 
7 兵庫 449 405 318 268 78 81 8 11 45 45 
16 奈良 97 90 46 51 27 12 0 0 24 27 
39 和歌山 21 32 11 20 6 9 0 0 4 3 

近畿計 1,682 1,757 952 985 421 382 11 18 298 372 
42 鳥取 18 23 12 11 4 9 0 0 2 3 
44 島根 13 19 11 10 0 5 0 0 2 4 
22 岡山 57 68 40 42 11 21 0 0 6 5 
13 広島 143 158 85 101 15 27 2 0 41 30 
29 山口 36 25 15 19 18 3 0 0 3 3 

中国計 267 293 163 183 48 65 2 0 54 45 
36 徳島 23 12 17 10 6 1 0 0 0 1 
34 香川 25 20 17 9 8 9 0 0 0 2 
37 愛媛 22 35 16 28 3 3 0 0 3 4 
43 高知 14 14 6 8 4 2 0 0 4 4 

四国計 84 81 56 55 21 15 0 0 7 11 
11 福岡 187 242 113 155 38 43 0 0 36 44 
31 佐賀 27 21 12 11 6 4 0 0 9 6 
37 長崎 22 25 16 13 3 11 0 0 3 1 
24 熊本 45 45 33 38 8 5 0 0 4 2 
31 大分 27 38 9 15 4 8 2 0 12 15 
41 宮崎 19 14 16 8 2 4 0 0 1 2 
39 鹿児島 21 36 12 26 4 8 0 0 5 2 
26 沖縄 41 50 28 37 9 10 0 0 4 3 

九州沖縄計 389 471 239 303 74 93 2 0 74 75 
全国計 11,540 11,743 7,083 7,086 2,481 2,496 87 61 1,889 2,100 

表２：2018年度都道府県別帰国児童生徒数（「学校基本調査」より）
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学
校
会
員
連
絡
協
議
会
を
東
京

と
大
阪
で
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
十
一
月

二
十
九
日
に
金
沢
工
業
大
学
大
学
院
虎

ノ
門
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
港
区
）
で
、

十
二
月
十
二
日
に
毎
日
イ
ン
テ
シ
オ

（
大
阪
市
）で
、
本
財
団
の
維
持
会
員
で

あ
る
帰
国
生
受
け
入
れ
校
の
関
係
者
を

対
象
に
学
校
会
員
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
た
。

　

東
京
会
場
で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

に
お
け
る
帰
国
子
女
教
育
の
方
向
性
に

つ
い
て
考
え
る
〜
帰
国
生
の
特
性
伸
長
、

適
応
教
育
、
多
様
性
へ
の
対
応
〜
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
、
三
十
三
の
学

校
等
か
ら
三
十
八
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
大
阪
会
場
で
は
「
最
近
の
海

外
子
女
、
帰
国
子
女
の
教
育
相
談
傾
向

と
今
後
の
帰
国
児
童
・
生
徒
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
十
五

の
学
校
等
か
ら
三
十
三
人
の
参
加
が
あ

っ
た
。

　

同
会
は
各
校
の
受
け
入
れ
体
制
を
さ

ら
に
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
毎
年
、

そ
れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
行
わ
れ

て
い
る
。

　
〈
東
京
会
場
〉

　

は
じ
め
に
本
財
団
の
中
村
雅
治
理
事

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
日
ご
ろ
の
支

援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
海
外
子
女

の
現
状
や
傾
向
に
つ
い
て
説
明
し
、
今

後
は
ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
ト
ラ
イ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
時
代
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
、

帰
国
生
の
受
け
入
れ
態
勢
の
さ
ら
な
る

充
実
に
期
待
し
た
。

　

続
い
て
、
奈
良
教
育
大
学
教
授
（
教

育
社
会
学
・
異
文
化
間
教
育
）
の
渋
谷

真
樹
氏
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け

る
帰
国
子
女
の
方
向
性
」
と
題
し
た
講

演
を
行
っ
た
。
現
代
社
会
で
求
め
ら
れ

る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
「
相
互

作
用
的
に
道
具
を
用
い
る
力
」＋「
自
律

的
に
活
動
す
る
力
」＋「
異
質
な
集
団
で

交
流
す
る
力
」
と
話
し
、
多
様
な
人
々

と
協
働
す
る
力
を
持
ち
得
る
帰
国
生
の

可
能
性
に
、
文
部
科
学
省
も
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
金
の
卵
」
と
期
待
し
て
い

る
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
本
財
団

が
文
部
科
学
省
か
ら
委
託
さ
れ
た
「
在

外
教
育
施
設
の
高
度
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
拠
点
事
業
（
Ａ
Ｇ
５
）」
の
一
環

で
ア
メ
リ
カ
の
補
習
授
業
校
を
対
象
に

行
わ
れ
た
調
査
結
果
か
ら
、
海
外
生
の

特
徴
や
傾
向
に
つ
い
て
、「
帰
国
予
定

が
わ
か
ら
な
い
、
も
し
く
は
『
な
い
』

子
ど
も
が
過
半
数
」「
日
本
語
が
第
一

言
語
で
な
い
子
ど
も
が
半
数
近
い
」「
概

し
て
補
習
授
業
校
で
も
現
地
校
で
も
友

人
関
係
は
良
好
」
等
と
紹
介
し
、
日
本

国
内
に
比
べ
、
自
己
肯
定
感
が
高
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富
み
、
将
来
は

日
本
以
外
で
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
子
ど
も
が
多
い
と
報
告
し
た
。

　

さ
ら
に
、
海
外
生
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル

な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
芽
生
え
て
い
る

と
話
し
、
帰
国
生
受
け
入
れ
校
の
あ
り

方
と
し
て
、「
多
様
性
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
」「
多
様
性
に
合
理
的
に
配
慮

す
る
」「
多
様
性
を
活い

か
す
」
こ
と
が
大

切
と
し
、
必
要
な
子
ど
も
に
必
要
な
指

導
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
校
が
四
・
五
人
ず
つ

の
班
に
分
か
れ
「
多
様
性
の
積
極
的
な

受
け
入
れ
・
合
理
的
配
慮
・
活
か
し
方
」

を
テ
ー
マ
に
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
多
様
性
に
合
わ
せ
た
施

設
の
整
備
や
帰
国
生
が
活
躍
で
き
る
機

会
を
つ
く
る
具
体
例
の
ほ
か
、「
教
員

に
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
感
覚
が
必

要
」、「
あ
え
て
配
慮
を
し
な
い
こ
と
で
、

持
ち
前
の
た
く
ま
し
さ
が
育
ま
れ
る
こ

と
に
も
期
待
し
た
い
」、「
受
け
入
れ
を
、

受
け
入
れ
校
全
体
で
捉
え
、
各
校
が
特

色
を
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
で
、
帰
国

生
が
自
分
に
合
う
学
校
を
見
つ
け
や
す

く
な
っ
た
ら
よ
い
」
等
の
声
が
聞
か
れ

た
。

　
〈
大
阪
会
場
〉

　

本
財
団
の
職
員
が
日
ご
ろ
の
支
援
に

感
謝
を
述
べ
た
の
ち
、
リ
ロ
・
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク 

エ
ク
セ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
株
式
会
社
海
外
子
女
教
育
相
談
室

の
糀
秀
章
氏
が
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
海

外
勤
務
と
海
外
子
女
教
育
相
談
対
応
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

　

糀
氏
は
、
海
外
勤
務
時
の
教
育
に
関

し
て
考
慮
す
べ
き
点
に
、
①
保
護
者
の

明
確
な
教
育
方
針
・
計
画
策
定 

②
海

外
赴
任
者
の
帰
国
時
期
の
明
確
化 

③

赴
任
先
の
教
育
事
情 

④
子
ど
も
の
年

齢
・
適
性
・
適
応
力
・
希
望
・
将
来
の

進
路
（
夢
）
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
赴
任

前
の
相
談
に
関
し
て
は
、
母
語
と
、
帰

国
後
を
見
据
え
た
教
育
計
画
の
大
切
さ
、

そ
し
て
海
外
で
の
豊
富
な
現
地
体
験
こ

そ
が
大
き
な
財
産
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
話
し
、

受
け
入
れ
校
に
対
し
、
①
滞
在
国
の
教

育
制
度
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
解
釈 

②
受

験
日
程
を
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に 

③

入
学
後
の
適
応
状
況
の
個
別
把
握
と
そ

の
フ
ォ
ロ
ー 

④
海
外
で
の
学
校
説
明

会
や
海
外
入
試
の
実
施 

を
要
望
し
た
。

　

次
に
、
本
財
団
関
西
分
室
の
橋
本
芳

登
教
育
相
談
員
が
相
談
内
容
の
傾
向
に

つ
い
て
、
海
外
子
女
や
帰
国
子
女
の
人

数
や
、
地
域
別
の
通
っ
て
い
る
学
校
種

等
の
現
状
を
含
め
て
発
表
し
た
。
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帰
国
時
の
相
談
で
多
い
も
の
と
し
て
、

「
帰
国
枠
」「
海
外
の
教
育
機
関
か
ら
の

学
校
選
択
」「
適
応
」「
語
学
力
の
保
持
」

等
を
挙
げ
、
受
け
入
れ
校
に
対
し
て
、

帰
国
生
の
学
力
・
生
活
面
へ
の
支
援
や

海
外
で
身
に
つ
け
て
き
た
資
質
や
能
力

の
保
持
伸
長
、
教
育
課
程
未
修
了
の
場

合
お
よ
び
編
入
学
の
時
期
や
学
年
へ
の

配
慮
等
の
柔
軟
な
対
応
と
、
保
護
者
へ

の
支
援
と
連
携
の
必
要
性
を
呼
び
か
け

た
。

　

続
い
て
、
関
西
学
院
千
里
国
際
中
等

部
・
高
等
部
教
頭
の
田
中
守
氏
が
「
帰

国
生
徒
の
受
け
入
れ
体
制
の
模
索
」
と

題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。
千
里
国
際
学

園
は
「
帰
国
生
徒
と
一
般
生
徒
、
外
国

人
生
徒
が
共
に
学
ぶ
新
国
際
学
校
」
と

し
て
一
九
九
一
年
に
開
校
。
以
来
、
帰

国
生
の
受
け
入
れ
専
門
校
と
し
て
試
行

錯
誤
し
て
き
た
と
話
し
、
現
在
の
編
入

制
度
や
選
抜
方
法
に
関
し
て
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
多
様
な
生
徒
に
対
応
す
る

た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
た
ほ
か
、
帰
国
生
が
持
つ
「
海

外
で
の
生
活
経
験
」
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
期
待
を
込
め
た
。

　

会
場
か
ら
は
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
受

け
入
れ
を
進
め
る
に
は
中
高
大
の
い
っ

そ
う
の
連
携
が
必
要
。
ま
た
大
学
は
企

業
と
の
接
点
を
ど
の
よ
う
に
持
つ
か
が

課
題
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

FIG
T
 Japan

　

設
立
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

さ
る
十
一
月
二
十
三
日
、
東
京
・
大

手
町
の
会
議
室
を
借
り
て
、 

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｔ

日
本
支
部
の
設
立
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
Ｔ

Ｃ
Ｋ
の
キ
ャ
リ
ア
を
語
り
合
う
会
が
開

か
れ
、「
大
人
に
な
っ
た
帰
国
子
女
」
を

中
心
に
幅
広
い
世
代
の
十
数
人
が
集
ま

っ
た
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｔ
（Fam

ilies in G
lobal 

T
ransition

）
と
は
一
九
九
八
年
に
ア

メ
リ
カ
で
設
立
さ
れ
た
非
営
利
団
体
で
、

文
化
や
国
を
越
え
て
移
動
す
る
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
て

い
る
。
昨
年
の
時
点
で
世
界
十
カ
国
に

十
五
の
支
部
が
あ
り
、
日
本
に
も
支
部

が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｋ(T

hird C
ulture K

ids

）
と
は
、

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｔ
の
設
立
者
で
も
あ
るR

uth 

van R
eken

博
士
ら
が
提
唱
し
た
概
念

で
、
日
本
の
海
外
・
帰
国
子
女
も
含
め

「
両
親
の
文
化
圏
を
離
れ
て
学
齢
期
の

大
半
を
外
国
で
過
ご
し
た
子
ど
も
た

ち
」
を
指
し
、「
育
っ
た
国
の
文
化
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
、
ど
の
文
化

も
完
全
に
自
分
の
も
の
で
は
な
い
」
と

い
う
特
徴
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｔ
日
本
支
部
の
創
設
者
と
な

っ
た
ふ
た
り
は
、
い
ず
れ
も
小
学
校
時

代
に
ア
メ
リ
カ
で
現
地
校
に
通
っ
た
経

験
を
持
ち
、
国
内
の
中
学
校
に
入
っ
て

「
帰
国
生
」
と
な
っ
た
三
十
歳
代
の
女

性
。
さ
ら
に
も
う
ひ
と
り
、
や
は
り
ア

メ
リ
カ
で
幼
少
期
と
高
校
時
代
を
過
ご

し
た
同
年
代
の
男
性
が
加
わ
っ
て
今
回

の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の

男
性
は
日
本
の
大
学
を
卒
業
す
る
前
の

就
職
活
動
で
自
身
と
同
じ
よ
う
な
経
験

を
持
つ
人
と
出
会
う
こ
と
が
少
な
く
、

Ｔ
Ｃ
Ｋ
と
し
て
の
長
所
や
弱
点
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
語
り
、
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
Ｔ
Ｃ
Ｋ
の
職
業
観

や
働
き
方
の
理
想
を
言
語
化
し
、
Ｔ
Ｃ

Ｋ
が
自
分
ら
し
さ
を
生
か
し
つ
つ
日
本

社
会
で
充
実
感
を
持
っ
て
働
い
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
た
い
」
と
議
論
の
ベ
ー

ス
を
説
明
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
参
加
者
全
員
を
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
行
わ
れ
た
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
お
の
お

の
が
「
仕
事
に
お
い
て
満
足
度
が
高
い

と
き
／
低
い
と
き
」
を
思
い
起
こ
し
、一

項
目
ご
と
に
付
箋
紙
に
書
き
出
し
た
う

え
で
、
話
し
合
い
な
が
ら
大
き
な
紙
の

上
に
整
理
し
て
い
っ
た
。
日
本
の
企
業

文
化
に
見
ら
れ
が
ち
な
同
調
圧
力
の
問

題
、
一
方
で
Ｔ
Ｃ
Ｋ
が
望
む
専
門
性
や

合
目
的
性
、
多
言
語
・
多
文
化
環
境
の

居
心
地
の
よ
さ
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
紙
を
提
示
し
な
が
ら
全

体
に
プ
レ
ゼ
ン
。
あ
る
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
「
あ
り
の
ま
ま
の
ユ
ニ
ー
ク
な
自
分

を
気
持
ち
よ
く
表
現
で
き
る
環
境
で
、

他
者
か
ら
も
認
め
ら
れ
評
価
さ
れ
、
社

会
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持

て
る
こ
と
が
理
想
」
と
い
う
報
告
が
あ

っ
た
。

　

第
二
部
で
は
キ
ャ
リ
ア
選
択
に
お
け

る
海
外
生
活
の
影
響
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
の
体
験
が
シ
ェ
ア
さ
れ
、
そ
の
ま
ま

参
加
者
の
大
多
数
が
閉
会
後
の
懇
親
会

に
な
だ
れ
込
ん
で
い
っ
た
。

　

な
お
、次
回
は
二
月
二
十
二
日
に「
日

本
の
サ
ー
ド
カ
ル
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
と

は
？
」
と
題
し
た
講
演
会
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
はFIG

T
 Japan

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

(https://w
w

w
.figt.org/japan-affiliate)

ま
た
は
メ
ー
ル
（japan@

fi gt.org

）
で

問
い
合
わ
せ
を
。

グループディスカッション　第１部の様子
©鈴木徹也
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ニュースニュース お知らせお知らせ

外
国
語
保
持
教
室
〝CO

M
IC 

ST
R
IP
 C
O
N
T
E
ST

〞
を

開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

毎
年
、
全
受
講
生
を
対
象
と
し
た
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
る
が
、
今
年

度
は
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
４
コ
マ

漫
画
に
セ
リ
フ
を
入
れ
る
コ
ン
テ
ス
ト
。

英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
合
わ
せ
て
四
七
三

人
か
ら
一
三
一
四
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。 

　

英
語
小
学
二
年
生
部
門
、同
小
学
三
・

四
年
生
部
門
、
同
小
学
五
・
六
年
生
部

門
、
同
中
学
・
高
校
生
部
門
、
フ
ラ
ン

ス
語
部
門
に
分
け
て
英
語
部
門
の
第
一

位
、
二
位
、
三
位
、
フ
ラ
ン
ス
語
部
門

の
第
一
位
、
二
位
を
選
出
。

　

そ
の
中
か
ら
英
語
小
学
二
年
生
部
門

の
田
畑
凜
子
さ
ん
（
船
橋
教
室
）
の
作

品
が
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

に
選
ば
れ
た
。

な
お
、
各
部
門

の
第
一
位
は
次

の
通
り
。

　

英
語
小
学
二

年
生
部
門
（
二

位
）
川
口
莉
奈

（
名
古
屋
教
室
）

／
同
小
学
三
・

四
年
生
部
門 

並

木
清
香
（
新
宿

教
室
）
／
同
小

学
五
・
六
年
生

部
門 

美
馬
梨
杏

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ー

ス
）／
同
中
学
・

高
校
生
部
門 
堀

内
心
詞
（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
コ
ー
ス
）
／

フ
ラ
ン
ス
語
部

門 

関
口
直
花

（
新
宿
教
室
）。

２
０
２
０
年
度
海
外
子
女
の
教
科
書
に

つ
い
て

　

文
部
科
学
省
は
海
外
子
女
教
育
の
推

進
を
は
か
る
た
め
、
外
務
省
の
協
力
を

得
て
、
海
外
在
住
の
義
務
教
育
年
齢
の

日
本
人
子
女
が
使
用
す
る
教
科
書
の
無

償
給
与
を
行
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
度
に
給
与
さ
れ
る
教
科

書
は
一
覧
表
の
通
り
。

　

教
科
書
は
前
期
用
、
後
期
用
の
２
回

に
分
け
て
在
外
公
館
に
送
付
さ
れ
、
対

象
者
に
給
与
さ
れ
る
。
今
回
発
送
さ
れ

る
２
０
２
０
年
度
前
期
用
の
総
計
は
80

万
５
１
０
６
冊
に
上
る
。

※
な
お
、
こ
れ
か
ら
１
年
以
上
の
在
留

予
定
で
海
外
へ
出
国
す
る
お
子
さ
ん
は
、

出
国
前
に
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
を

通
し
て
教
科
書
の
無
償
給
与
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
（
永
住
予
定
者
は
除

く
）。
必
要
書
類
等
、
詳
し
い
受
け
取

り
方
法
は
同
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム

U
R

L　

https://w
w

w
.joes.or.jp/kojin/

kyokasho

 

新
規
ご
入
会
　
維
持
会
員

・
㈱
村
上
開
明
堂

お
わ
び
・
訂
正　

本
誌
1
月
号
「
維
持

会
員
一
覧
」
に
て
、「
栄
徳
高
等
学
校
」

の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

科　目 教　科　書　名 出　版　社
国　　語
書　　写
社　　会
地　　図

算　　数
理　　科
生　　活
音　　楽
図画工作
家　　庭
英　　語

保　　健
道　　徳

国　語
書　写
新編　新しい社会
楽しく学ぶ　小学生の地図帳
　　　　　　　４・５・６年
新編　新しい算数
新版　たのしい理科
新編　新しい生活
小学生の音楽
図画工作
わたしたちの家庭科

    　　〃
新しい保健
道徳

光村図書出版株式会社
　　　　〃
東京書籍株式会社
株式会社帝国書院

東京書籍株式会社
大日本図書株式会社
東京書籍株式会社
株式会社教育芸術社
日本文教出版株式会社
開隆堂出版株式会社
東京書籍株式会社
    　　〃
    　　〃
光村図書出版株式会社

科　目 教　科　書　名 出　版　社
国　　語
書　　写
社　　会

地　　図
数　　学
理　　科
音楽（一般）
（器楽合奏）
美　　術
保健体育
技術家庭
英　　語
道　　徳

国　語
中学書写
新編　新しい社会〔地理、歴史、
公民〕
中学校社会科地図
未来へひろがる数学
新編　新しい科学
中学生の音楽
中学生の器楽
美　術
新・中学保健体育
技術・家庭〔技術分野、家庭分野〕
NEW HORIZON English Course
新しい道徳

光村図書出版株式会社
    　　〃
東京書籍株式会社

株式会社帝国書院
株式会社新興出版社啓林館
東京書籍株式会社
株式会社教育芸術社
    　　〃
日本文教出版株式会社
株式会社学研教育みらい
東京書籍株式会社
    　　〃
    　　〃

（小学生用）

（中学生用）

2020（令和2）年度 海外子女用教科書一覧

Picture
Dictionary

NEW HORIZON Elementary
English Course

田畑さんとジェフ先生


